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わが国が産官学を挙げて再び先端半導体分野で世界をリードする立場に返り咲こうとする動きを

加速する中、TSMC の熊本工場では 2024 年 12 月から 28/22nm プロセスや 16/12nm プロセスの半導

体製品の量産が始まり[1]、Rapidus の千歳工場では 2025 年の 4 月から 2nm プロセスによる半導体デ

バイスの試作が始まろうとしている。[2] 
国立高専機構では、熊本・佐世保の両高専を全国拠点校とする未来技術人財育成事業 COMPASS5.0

半導体分野に、あらたに旭川・釧路の 2 高専を北海道地区ブロック拠点校に指定し、Rapidus の進出

を機にあらたな集積地の形成が進む北海道における半導体関連産業の人財需要の高まりに応えるた

めの取り組みを進めているところである。しかし、広大な面積をもつ北海道では、2 高専のみでは全

道を網羅する活動は難しい。 
そこで、旭川・釧路の 2 高専に苫小牧・函館の 2 高専を加えた道内の全 4 高専が一丸となって全

道での半導体人財育成事業を推進するために、2024 年 1 月に北海道地区 4 高専半導体人材育成連携

推進室（室長：篁耕司 旭川高専副校長）を設置した。 
初年度の主な取り組みは以下の 3 つである。 
 
(1) 高専 1~3 年生向け新規科目「北海道半導体みらい論」の共同実施 
(2) 小中学生向け半導体体験教室への講師派遣（北海道（経済部次世代半導体戦略室）主催事業） 
(3) 市民向け半導体セミナーへの講師派遣（北海道（経済部次世代半導体戦略室）主催事業） 

 
(1)では、半導体に興味をもった高専生が自分の専門分野と半導体産業とのつながりを低学年のう

ちに知ることで、高専での学びの動機づけを高めるとともに、将来のキャリア形成に役立てること

を目的とした授業を、オンデマンド型のオンライン形式で配信した。講師は 4 高専の教員が分担し

て務めたほか、ゲストとして産官などからの講師も招いた。受講生は 355 名を数えた[3]。 
(2)では、全道 16 の小中学校での授業枠を使って、半導体の基礎的な説明、実物の半導体の観察、

簡単な計測器を使った半導体の特性評価実験などで構成される講座を、4 高専の教員が分担して実

施した。[4,5] 
(3)では全道 14 の自治体で開催された市民向けセミナーのうち、8 か所で 4 高専の教員が Rapidus の

役員や道内理工系大学の教員らとともに講師として登壇し、半導体と市民の暮らしとの関係や、半導体産

業の発展によって北海道と道民の暮らしがどのように変わっていくのかについて説明した[6]。 
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